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城西国際大学から読者の方へ、耳より情報をお届けします。

T o k i m e k i  N e w s  L e t t e rT o k i m e k i  N e w s  L e t t e r

城西国際大学ニュースレター

「「市民未来大学市民未来大学」」
2023年度　城西国際大学2023年度　城西国際大学

■  お申込み・お問合せ先

〒283-8555　東金市求名1番地
研究推進・社会貢献部   社会連携課
月曜日〜金曜日  9：30 〜16：30 ／ TEL：0475-55-7685　 FAX：0475-53-2186　 MAIL：clics-jim@jiu.ac.jp

■ ヘルスプランナーコース   ─じぶんとみんなの健康づくり─知って、実践して、広げよう!─
■ 健康・趣味・教養コース   ─心身ともに豊かな生活を目指し、幅広い知識に触れよう!─
■ 語学コース   ─ことばを通して、異文化を理解しながら会話を楽しもう!─

3コースから選択（いずれも2年制）

コース

■ 学内施設 : 図書館・ネットラウンジ・学生食堂等が利用できます
■ 校外学習 : 年に1度の校外学習（自由参加）を実施します
■ 修了証書 : 各コース2年間の修了者には卒業式で修了証書を授与します
■ 履修証明 : ヘルスプランナーコース修了者には履修証明プログラムの修了証書を発行します

※履修証明プログラムの修了証書発行には要件を満たす必要があります。

特  色

概  要
■  説明会

前日までにお申込みのうえご参加ください
■ 場所：城西国際大学 千葉東金キャンパス
■ 日時：2月21日（火）10：00 〜 11：00

■  募集締切

3月10日（金）16：30
■  応募資格

年齢制限なし・リピーター歓迎

■  開講回数

年間合計26コマ
・オリエンテーション1コマ
・春12コマ
・秋12コマ
・まとめ1コマ ※日時はコースや講義により異なる

■  開講人数

全体の申込者数が15名以上で開講
※申込者数が5名未満のコースは開講不可

受講生募集

https://www.jiu.ac.jp/clics/extension/detail/id=12931
詳細は掲載している募集チラシをご確認ください！
※HPはQRコードからでもご覧いただけます。

「市民未来大学」HP 
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ときめきは、東金市ホームページで公開しています。

ときめき87号から表紙を飾ってくれた仲間が、ときめき創刊
100号のお祝いにかけつけてくれました。何気ない季節の
一場面を描いてきた表紙のイラストですが、こうして並べて
見てみると、東金のまちの大切なアルバムのようですね。

祝！ときめき  創刊100号祝！ときめき  創刊100号

表紙イラスト／いわせみつよ

『ときめき』はここに置いてあります［順不同］

● 東金市内

東金市役所（受付または生涯学習課）
ふれあいセンター
東金図書館
各市立コミュニティーセンター
東金文化会館
東金アリーナ
東金市トレーニングセンター
道の駅みのりの郷東金
東金商工会議所
東金駅

● 東金市外

山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
松尾IT保健福祉センター (図書館)
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東図書館
道の駅オライはすぬま
成東駅

九十九里町
中央公民館
つくも学遊館
海の駅九十九里

大網白里市
中央公民館
白里公民館
大網駅

● その他

東金市内・近隣市町の主な商業施設等

で東金市 ときめき 検索

今号の表紙

※本誌掲載情報は編集時点のものです。
　主催者等の事情により、内容が変更になる場合があります。

P. 8 より 過去の表紙を見てみよう!

と・き・め・い・て TOGANE

謎解き  八鶴湖の造成
12
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イベント情 報

東金文化会館
お問い合わせは　☎ 0475-55-6211

https://www.tobunspo.or.jp

＊ メルマガ配信中！ ～東金文化会館チケット情報をいち早くお届けします～

①ＱＲコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のＱＲコードを読取ってください。
②メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください。
③メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。
※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）  ※メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

下記アドレスに空メール[題名（件名）、本文を何も
入力しない]を送ってください。
merumaga-toganebunka@mhai.jp

メルマガ会員特典あり

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては、変更となる場合がござ
いますので、ホームページなどで最新の情報をご確認ください。

桜を愛でる。八坂茶会

10：00 〜15：00　大ホールホワイエ
入場無料
※1日先着150名様まで（定員になり次第終了）

桜の季節の八坂茶会。
どうぞお気軽にご参加ください。

協力：東金茶道会

4
1 ・ 2

土 日

3
26

日

12：30開演　大ホール
入場無料

find your style, decide your way.
「自分の決めた道を突き進め！」をテーマに地域の高校、ダンスス
タジオ、ダンスチーム、サークルなどの合同イベントです。

DANCE EVENT
PEACE NUTS vol.7

共催事業

14：00開演　小ホール
全席自由  2,000円

〈チケットプレイガイド〉A 〜 F  ☆会館HPからも購入できます。
発売中
※未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

ジャズ界の歌姫・名知玲美がスペシャルトリオと共に登場。
スタンダードナンバーを中心にお届けする至高のジャズライヴ。

【出演】
名知玲美(vocal)
松本茜(piano)
須川崇志(bass)
藤井学(drums)

【予定曲目】
Moon River
Fly Me to the Moon
A Night in Tunisia
Sunflower
糸 　他

東金Spring JAZZ
〜 名知玲美 Sings Standard collections 〜

東金文化会館 四季彩コンサート －春－

名知玲美 (vocal)

3
19

日

藤井学 (drums)

松本茜 (piano)

須川崇志 (bass)

映画「コラショの海底わくわく大冒険！」
TOGANEシネマ vol.42  〈フレンドリー上映〉

①10：00（開場9：30）
②13：00（開場12：40）
③15：00（開場14：40）
小ホール（上映時間60分）
全席自由  当日券のみ
500円（3歳以上有料）

ー 海底6500メートルの世界へ、コラショたちが大冒険！ー
これまで600万人以上の小学生たちといっしょに勉強をしてきた
人気キャラクター「コラショ」が20周年を迎え、教材から飛び出
し映画で大活躍！

「深海」を舞台に、たくさんの生物との出会いや自然現象の不思議
にわくわく、ドキドキの冒険映画。

監督：奥村よしあき
脚本：広田光毅
原作：進研ゼミ小学講座
協力：JAMSTEC

（国立研究開発法人
海洋研究開発機構）／
Team KUROSHIO

＜キャスト＞
大谷育江、小島よしお　他

2
23

©Benesse Corporation 2019

木 祝

♡♡フレンドリー上映フレンドリー上映♡♡
①通常の映画館より明るい場内。①通常の映画館より明るい場内。
②上映中の立ち歩きや発声もOK。②上映中の立ち歩きや発声もOK。
③ドアも常に開放し、出入り自由。③ドアも常に開放し、出入り自由。

～鑑賞に慣れていない、はじめての方も大歓迎な映画会～

ときめき 4



東金文化会館チケット取扱いプレイガイド ※公演によってプレイガイドが異なります。アルファベットにて参照してください。
※プレイガイドによって営業時間、購入方法等が異なりますのでご注意ください。

A ☎ 0475-55-6211東金文化会館 B
C
D

☎ 0475-54-3511
☎ 0475-82-5222
☎ 0475-73-2178

サンピア総合案内所
成東文化会館のぎくプラザ
大網白里アミリィ1F 吉井クリーニング

E
F

☎ 0475-23-8585
☎ 0479-82-6326

晶光堂茂原アスモ店
丸越楽器横芝松尾店

14：30開演　小ホール
全席自由  （1日のみ）2,500円

（2日セット券）4,000円
〈チケットプレイガイド〉A

劇団サンブステップスの20年を詰
め込んだ盛りだくさんなコンサー
ト。1日目、2日目とガラッと変わる
演目に挑戦します。2日間で完成す
るサンブならではのWAK WAKコ
ンサートをお見逃しなく。

5
4 ・ 5

金 祝木 祝 20th Anniversary
WAK WAKコンサート
〜あなたを忘れない〜

共催事業

6
11

日

14：00開演　小ホール
全席自由  2,000円

〈チケットプレイガイド〉A 〜 F
☆会館HPからも購入できます。
3月18日（土）発売開始
※未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

You Tube 登録者数52万人超、注目の人気ジャズピアニスト、ジェ
イコブ・コーラー（米国）によるジャズライヴ。ジャズナンバーはも
ちろん、クラシック、J-POP、アニメ主題歌等ジャンルを超えた超絶
技巧プログラムに乞うご期待!

【予定曲目】
Take Five、 Isn’t She Lovely、スペイン、ルパン三世のテーマ、
ピアノマン　他

Jacob Koller JAZZ Piano Concert
ジェイコブ・コーラー コンサート

東金文化会館 四季彩コンサート －夏－

東金文化会館
LINE公式アカウント

【IDで検索】

@612giinn

【QRコードから】

6
3

土 習志野市立
習志野高等学校吹奏楽部 演奏会
東金公演2023

14：30開演　大ホール
全席指定　S 席  一般 2,000円／高校生以下 1,000円

A 席  一般 1, 500円／高校生以下 1,000円
〈チケットプレイガイド〉A 〜 F  ☆会館HPからも購入できます。
3月11日（土）発売開始
※未就学のお子様のご入場は
　ご遠慮願います。

清々しくエネルギッシュ、
柔らかで優美な習高サウン
ド! 1年 生 〜 3年 生 約200
名による圧巻のパフォーマ
ンス、2年ぶりの東金公演
決定!

4
8

土

14：00開演　小ホール
全席指定  3,000円

〈チケットプレイガイド〉A 〜 F
☆会館HPからも購入できます。
2月4日（土）発売開始
※未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

【出演】柳家花緑、柳家吉緑、
鏡味味千代（太神楽）

スピード感溢れる歯切れの良い語り口で人気の柳
家花緑、その弟子、昨年の第21回さがみはら若手
落語家選手権優勝、第33回北とぴあ若手落語家競
演会大賞を受賞した柳家吉緑（東金市出身）、寄席
でおなじみの太神楽曲芸を披露する鏡味味千代が
出演。皆様に幸運を呼び込みます!

2023東金寄席

柳家花緑 柳家吉緑

鏡味味千代

5
27

土

14：00開始　会議室2

“チョークアート”のワークショップ第2弾！
初心者も、経験のある方も、楽しくご参加いただけます。

【参加費】2, 000円 　【定員】15名（先着順）
【申込方法】 会館ホームページの申込フォームから、または所定の

申込用紙を東金文化会館窓口へご提出ください。
☆3月18日（土）受付開始

「チョークアートに挑戦。Vol. 2」
TO-BUN ワークショップ

プレゼント 7

プレゼント 6

☆一部のチケットは会館ホームページ
　から購入できます。

ときめき5



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

東金アリーナ関連のスポーツ案内

あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス）、流れるヨガ教室（火曜・金曜クラス）、ステップ教室、スローステップ教室（土
曜クラス）、ダンベルエアロビクス教室、青竹アリーナ元気塾、アクティブシニア塾、触覚ボール・セルフケア教室、初級エアロビク
ス教室（水曜・土曜クラス）、中級エアロビクス教室
申込・問い合わせ先：東金アリーナ  ☎0475-50-1715
ホームページ：https://togane-bunspo.or.jp/arena/　E-mail：arena@togane-bunspo.or.jp
※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。　　 
※募集は、広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細について変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。
※定員に満たない場合は、中止になる場合がありますのでご了承ください。

東金アリーナ教室事業案内

■ 一般向け　： 太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、健康ヨガ教室、卓球教室、50才からの空手教室
■ 小学生向け： 東金Jrフットサル教室、エンジョイベースボール教室、スキルアップベースボール教室、ジュニア陸上教室
申込・問い合わせ先：東千葉スポーツクラブ  ☎080-3453-3398
ホームページ：https://www.hc-sports.org
※詳細は、東千葉スポーツクラブへお問い合わせください。
※新型コロナウイルス感染症対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。

東千葉スポーツクラブ教室事業案内（東金アリーナ共催事業）

道の駅 みのりの郷東金 イベント情報
【問い合わせ】　道の駅 みのりの郷東金　☎0475-53-3615

特設会場にてシャクナゲとつつじの展示販売を行います。丹精込めて育てられた、色鮮やかなシャクナゲとつつじをお楽しみくだ
さい。 

2023シャクナゲ・つつじまつり

● 期　間　3/ 3（金）～ 5/ 7（日）　　● 場　所　道の駅  みのりの郷東金緑花木市場特設会場

道の駅 みのりの郷 東金のゴールデンウィークは、いろいろなお楽しみをご用意して皆様のご来店をお待ちしております。 

みのりGW（ゴールデンウィーク）

● 期　間　4/ 29（土）～ 5/ 7（日）　　● 場　所　道の駅  みのりの郷東金全館

道の駅 みのりの郷 東金は、日頃のご愛顧に感謝を込めて、創業9周年記念『創業祭』を開催します! 各日先着順
に全館で千円以上お買い上げのレシートで「大抽選会」、ステージイベントなど「ウレシイ・オイシイ・タノシイが
いっぱい!」で皆様のご来店をお待ちしております。

おかげさまで９周年！ みのり大創業祭

● 日　時　4/ 1（土）、4/ 2（日）   9: 00 ～ 18: 00

千葉オリジナル品種で甘みと酸味のバランスが良く大粒でジューシーな「チーバベリー」、甘く上品な香りと酸味が穏やかな「かお
り野」、7粒で1日分のビタミンCを摂ることが出来るほどという「おいCベリー」、甘味が強くてまろやかな酸味の「やよい姫」、酸
味が少なく柔らかくてジューシーな「章姫」といちご本来の甘酸っぱさと深い味わい「紅ほっぺ」の6種を30分間食べ比べ!
イートインスペースでお召し上がりください。 

いちご狩り

● 期　間　～ 5月上旬ごろまで
● 場　所　道の駅  みのりの郷東金いちごハウス

● 営業時間　9: 30 ～（無くなり次第終了）、火曜定休
● 料　金　お問合わせください

［ 要予約］ ☎0475- 53- 3870（いちご狩りお問合せダイアル） ご予約はコチラから

ときめき 6



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

リカちゃんとラボ「親子で遊べる科学教室」
(令和5年度子どもゆめ基金助成活動申請中)

【問い合わせ】　東金こども科学館内(東金市八坂台１丁目2107-3)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.rlabodoit.web.fc2.com

［申込方法］
リカちゃんとラボホームページ（http://www.rlabodoit.web.fc 2.com）（右QRコードも可）の専用フォーム
から、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話番号を明記の
上ご応募下さい。受付は開催日の2 ヶ月前から、応募は各教室1人1回のみ。開催日の2週間前に抽選し参加
可能者にメール又は電話連絡します。親（保護者）子参加が原則です。会場は原則、東金文化会館第二会議
室です。4月初旬の子どもゆめ基金助成活動の採否により計画の中止・変更する場合があります。
★「リカちゃんとラボ」は「理科、ちゃんと実験室」の意の任意団体で事務所は東金こども科学館内です。

主催：リカちゃんとラボ（代表：久我敦彦）　協力:（公財）東金文化・スポーツ振興財団
後援：東金市、東金市教育委員会

開 催 日 曜日 　　教　室　内　容

7/16 日 マーブルロケットを飛ばそう!　300円　13:30　33名　第二会議室、駐車場

8/13 日 ポケ丸ロケットを飛ばそう!　300円 　13:30　33名　第二会議室、駐車場

8/19 土 リモコンカブトムシを作ろう!　500円　①10: 00②13:30　各12名　第二会議室

9/24 日 ラジオを作って電波をつかまえよう!　500円　13:30　20名　第二会議室

親子で遊べる科学工作4教室

開 催 日 曜日 　　教　室　内　容

7/8 土 ゾウの歯みがき粉を作ろう!　150円　 ①11:00②13:30　各20名　第二会議室

7/15 土 発泡スチロールで「表札」をつくろう!　150円 　①11:00②13:30③14:40　各30名　第二会議室

7/17 月・祝 冷却パックをつくろう!　150円 　①11:00②13:30　 各20名　第二会議室

10/28 土 水が消える?不思議なコップをつくろう!　150円　 ①11:00②13:30　各20名　第二会議室

11/25 土 科学探偵犯人は誰だ?　150円　 ①11:00②13:30　 各20名　第二会議室

12/16 土 発泡ウレタンでオブジェをつくろう!　150円　 ①11:00②13:30　各20名　第二会議室

R6/1/13 土 見えない光を調べよう!　150円　  ①11:00②13:30　各20名　第二会議室

R6/2/3 土 ストロー笛で合奏しよう!　150円　 ①11:00②13:30　各20名　第二会議室

親子で遊べるゆめ科学実験8教室

開 催 日 曜日 　　教　室　内　容

7/1 土 ハチミツのひみつ　600円　13:30　20名　第二会議室

7/23 日 地球の秘密を木の葉化石で探ろう!　500円　13:30　20名　第二会議室

9/2 土 チバニアンを見に行こう!　1,300円(中央博入館料800円含)　13:30　20名　第二会議室、市原市

9/9 土

陶器のふしぎ　①成形②絵付③窯開け　600円(3回通し)　13:30　20名　第二会議室、起山窯10/7 土

11/18 土

親子で遊べる自然科学体験4教室

ときめき7



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

【問い合わせ】　東金市教育委員会生涯学習課　☎0475-50-1187

● 講　師　青木  幸一（東金市教育委員会）
● 日　時　第1回　前半期（慶応年間まで）　2月18日（土）13: 30 ～

第2回　後半期（明治年間）　3月2日（木）13: 30 ～
● 会　場　東金文化会館  小ホール

関寛斎生誕記念講演会  「関寛斎を取り巻く幕末の医師たち」
▶︎  「東金市デジタル歴史館」の概要

　幕末から明治にかけて活躍した東金出身の医者  関寛斎を軸に、明治維新を駆け抜けた医師たちの
情熱と功績にふれていきます。当時の世情に苦悩する医師たちの“息吹 ”を感じましょう。

スマートフォン講座 ～アプリ編～
アプリを使ってスマホをもっと便利に

　スマートフォンで電話やカメラは使えるけれど、アプリに
ついてよくわからない。有料アプリを間違えて追加してし
まうか不安。そんな声にお応えします。便利な
アプリの紹介や使い方の注意、追加や削除の
方法など一緒に学びましょう！

東金桜まつり
【問い合わせ】　東金市観光協会（東金市商工観光課内）

☎0475-50-1142

　3月27日（月）から4月9日（日）まで東金桜まつりが開催
されます。
　会場の八鶴湖畔周囲約800mには約300本のソメイヨシ
ノが咲き誇り、夜には桜のライトアッ
プも予定しております。夜桜を眺め
ながらの散歩は、幻想的な雰囲気を
味わえます。
　桜まつり期間中は様々なイベント
が開催される予定ですので、皆様の
ご来場をお待ちしております。

※新型コロナウイルスの状況により、中止になる
　場合がございますので、ご了承ください。

はじめは写真の表紙でしたが6号から現在のようなイラストの表紙になりました。編集部の試行錯誤がうかがえます。
表紙を飾ってきた歴代のイラストは手描きのものやペーパークラフトのもの、デジタルで描かれたもの等様々な種類がありましたが、
いずれも季節を意識した素敵な表紙でした。すべてをご紹介できないのが残念です。

１
号
か
ら
10
号
ま
で
の
表
紙
は
こ
ん
な
感
じ
で
し
た
！

Vol.6 裏表紙Vol.6 Vol.7 Vol. 8 Vol. 9 Vol.10

Vol.1 Vol. 2 Vol. 3 Vol.4 Vol. 5

過去の表紙を見てみよう！
裏表紙には時刻表が！34号まで掲載されていました。

100号記念プチ特集

【日時】　3月9日（木） 13: 30 〜
【会場】　東金中央コミュニティセンター 講堂
【対象】　市内にお住いの方でスマートフォンをお持ちの方
【定員】　先着30名
【費用】　無料（ご自分のスマートフォンをお持ちください）
【講師】　ドコモショップ東金店
【申込方法】　電話または生涯学習課窓口で申し込み
【申込期間】　2月15日（水）〜 2月28日（火）

8: 30 〜 17:15（土、日曜日、祝日を除く）
【申込・問い合わせ】　東金市教育委員会生涯学習課　☎0475-50-1187
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と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴
史
歴
史

ば
な
史

ば
な
史

と
う
が
ね

と
う
が
ね

歴歴
史史

ば
な
ば
な
史史
T O G A N E

R E K I S H I

B A N A S H I

「ときめき」の歴史「ときめき」の歴史

文：鑓田 千尋

　
皆
さ
ん
が
今
読
ん
で
い
る
「
と
き
め
き
」も
、遂
に
100
号
を
迎

え
ま
し
た
。
歴
史
的
な
号
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、筆
者
も
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
筆
者
が「
と
き
め
き
」に
関
わ
っ
た
の
は
平
成
二
六（
二
〇
一
四
）

年
刊
行
の
74
号
か
ら
で
す
。
１
ペ
ー
ジ
程
の
記
事
を
書
く
力
は

無
く
、編
集
後
記
「
フ
ロ
ム
イ
ン
サ
イ
ド
」の
一
部
を
担
当
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
筆
者
が
恐
れ
多
く
も
、

「
と
き
め
き
」の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

１
、「
と
き
め
き
」創
刊
号
の
名
前
は「
と
き
め
き
」じ
ゃ
な
い
？

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）年
冬
、「
と
う
が
ね
生
涯
学
習
だ
よ

り
」と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
刊
行
さ
れ
ま
す
（
写
真
）。
白
黒

で
ペ
ー
ジ
数
も
少
な
い
も
の
で
す
が
、東
金
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
や
、社
交
ダ
ン
ス
の
先
生
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
と
き
め
き
」の
前
身
で
あ
り
、創
刊
号
に
あ
た
る
も

の
で
す
。「
と
き
め
き
」の
名
を
冠
す
る
の
は
３
号
（
平
成
六

（
一
九
九
四
）年
刊
行
）か
ら
で
、そ
の
名
前
は
公
募
の
末
に
決
ま

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
挙
が
っ
た
候
補
の
中
か
ら
、当
時
の
高

校
生
が
考
え
た
「
と
き
め
き
」の
名
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

２
、今
な
お
続
く
連
載
コ
ー
ナ
ー
の
誕
生

　
「
と
き
め
き
」４
号
（
平
成
六
年
刊
行
）よ
り
、東
金
文
化
会
館

や
市
内
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
紹
介
は
、「
と
き
め
き
」の
根
幹
と

も
い
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、４
号
か
ら
続
い
て
い
る
最
も
長

寿
コ
ー
ナ
ー
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
子
ど
も
に
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
す
る
「
子
ど
も
の
本
箱
」

は
、27
号
（
平
成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）年
刊
行
）か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
70
回
以
上
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
」「
ポ
エ
ム
の
窓
」は
、32
号

（
平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）年
刊
行
）か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
子

ど
も
の
本
箱
」も
そ
う
で
す
が
、20
年
以
上
同
じ
方
に
御
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

な
お
、読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
４
号
か
ら
行
っ
て
い
ま
し
た
。

お
菓
子
や
食
事
券
、イ
ベ
ン
ト
チ
ケ
ッ
ト
が
多
い
で
す
が
、東
金

や
成
東
に
映
画
館
が
あ
っ
た
と
き
は
、映
画
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
し
て
い
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
歴
史
あ
り
、で
す
。

３
、「
と
き
め
き
」と
い
え
ば
歴
史
！

　
「
と
き
め
き
」を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
は
、歴
史
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。「
散
歩
道
」「
と
・
き
・
め
・
い
・
て

T
O
G
A
N
E
」「
繋
ぐ
ぜ
、歴
史
！
」「
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史
」

と
、た
く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
歴
史
を
扱
い
ま
し
た
。

　
「
散
歩
道
」は
、４
号
か
ら
86
号
（
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）年

刊
行
）ま
で
続
い
た
、最
大
４
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
た
長
寿
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
イ
ベ
ン
ト
体
験
記
の
よ
う
な
内
容
も
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
は
東
金
の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、史
料
か

ら
歴
史
を
読
み
解
く
研
究
結
果
の
よ
う
な
コ
ア
な
内
容
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、「
散
歩
道
」と
入
れ
替
わ
り
で
登
場
し
た
「
と
・

き
・
め
・
い
・
て
T
O
G
A
N
E
」は
、２
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て

東
金
の
歴
史
・
文
化
等
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
歴
史
以
外
も
扱

う
点
も
含
め
、「
散
歩
道
」の
精
神
を
受
け
継
ぐ
コ
ー
ナ
ー
と
も

い
え
ま
す
。

　
「
繋
ぐ
ぜ
、歴
史
！
」は
、読
者
の
ひ
ろ
ば
の
あ
る
ペ
ー
ジ
の
片

隅
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
ひ
っ
そ
り
と
し
た
コ
ー
ナ
ー
な
が
ら

も
、し
っ
か
り
と
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、今
ま
さ
に
皆
さ
ん
が
読
ん
で
い
る
「
と
う
が
ね
歴

史
ば
な
史
」は
、東
金
の
歴
史
を
１
ペ
ー
ジ
の
中
で
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。「
考
古
ば
な
史
」と
い
う
名
前
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
史
料
を
用
い
た
考
察
か
ら
や
っ
さ
く
ん
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
歴
史
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

４
、筆
者
の
「
フ
ロ
ム
イ
ン
サ
イ
ド
」

　
「
と
き
め
き
」の
歴
史
を
ま
と
め
て
い
る
時
に
気
付
い
た
の
は
、

今
号
に
至
る
ま
で
、た
く
さ
ん
の
市
職
員
、た
く
さ
ん
の
執
筆
者
、

た
く
さ
ん
の
協
力
者
、そ
し
て
た
く
さ
ん
の
読
者
が
関
わ
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
市
内
外
各
地
で
無
料
配
布
す
る
冊
子

が
、こ
こ
ま
で
長
く
続
い
た
の
も
、多
く
の
人
の
努
力
や
支
援
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
改
め
て
、歴
史
あ
る
冊
子
に
関
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
激
で
す
！

「とうがね生涯学習だより 第1号」
（平成4年）
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良
太
は
刺
青
師
を
尋
ね
た
。
背
中
に
豹ひ

ょ
うの

模
様
を
彫
り
た
か
っ
た
の
だ
。 

刺
青
師
は
言
っ
た
。 

「
な
に
豹
だ
と
」 

「
は
い
豹
で
す
。
あ
の
冷
た
い
面
構
え
と
強

き
ょ
う

靱じ
ん

な
肢
体
。
ぼ
く
の
憧
れ
な
ん
で
す
」

良
太
は
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。 

　
良
太
が
豹
を
好
き
に
な
っ
た
の
は
三
年
ほ

ど
前
だ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
果
敢
に
シ
マ
ウ

マ
を
襲
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
見
た

時
か
ら
だ
が
、な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
好
き
に
な
っ

た
の
か
自
分
で
も
判
ら
な
い
。
日
本
中
の
動

物
園
を
尋
ね
歩
い
て
は
何
枚
も
写
真
を
撮
り

部
屋
中
に
貼
り
つ
け
た
り
し
た
。
や
が
て
写

真
で
は
物
足
り
な
く
な
り
、自
分
自
身
が
豹

に
な
り
た
く
な
っ
た
の
だ
。
刺
青
師
は
言
っ

た
。 

「
わ
し
は
浮
気
の
手
伝
い
な
ど
せ
ん
」 

「
い
い
え
浮
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豹
と
一

緒
に
居
る
の
が
生
き
が
い
な
ん
で
す
。
お
金

な
ら
大
丈
夫
で
す
」 

「
金
の
問
題
で
は
な
い
。
お
前
の
気
持
ち
が

浮
わ
つ
い
て
お
る
の
が
見
え
る
ん
だ
。
わ
し

の
目
は
誤
魔
化
さ
れ
ん
ぞ
」 

「
違
い
ま
す
。
信
じ
て
く
だ
さ
い
」 

「
そ
れ
で
は
三み

月つ
き

考
え
ろ
。
そ
れ
で
も
変
わ

ら
な
か
っ
た
ら
そ
の
時
は
考
え
て
や
る
」  

そ
う
言
わ
れ
て
良
太
は
三
月
考
え
た
。
こ
れ

は
彫
り
師
が
言
う
よ
う
に
浮
気
な
の
だ
ろ
う

か
。
自
問
し
た
が
、時
間
が
経
つ
に
連
れ
豹

に
な
り
た
い
願
望
は
膨ふ

く

れ
て
ゆ
く
の
だ
っ

た
。
そ
ん
な
一
途
な
心
を
良
太
は
本
物
だ
と

確
信
し
た
。 

「
や
は
り
決
心
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
後
悔
は

し
ま
せ
ん
。
も
し
諦
め
た
ら
逆
に
一
生
後
悔

す
る
と
思
い
ま
す
」 

良
太
は
刺
青
師
に
言
っ
た
。 

「
そ
こ
ま
で
言
う
の
な
ら
い
い
だ
ろ
う
。
本

物
の
心
と
は
決
し
て
消
え
な
い
心
だ
ぞ
」 

「
分
か
っ
て
い
ま
す
」 

良
太
の
目
は
輝
い
て
い
た
。 

　

そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
が
過
ぎ
た
。
毎
週
決

ま
っ
た
曜
日
に
は
一
切
の
残
業
を
断
り
、豹

の
花
柄
の
斑
点
を
彫
っ
て
も
ら
い
に
刺
青
師

の
所
に
通
っ
た
の
だ
。
気
が
張
っ
て
い
た
か

ら
だ
ろ
う
か
、話
に
聞
い
て
い
た
ほ
ど
の
痛

み
を
感
じ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
か
む
し
ろ
こ
そ

ば
ゆ
か
っ
た
。
三
月
ほ
ど
経
っ
た
夜
、彫
り

師
は
言
っ
た
。 

「
よ
く
通
っ
た
も
の
だ
な
。
豹
の
模
様
は
今

日
で
終
っ
た
。
半
年
後
に
顔
の
輪
郭
を
彫
る

こ
と
に
し
よ
う
。
そ
れ
ま
で
皮
膚
を
整
え
る

と
い
い
」 

　
良
太
は
家
に
帰
る
と
服
を
脱
ぎ
二
枚
の
大

鏡
を
合
わ
せ
て
み
た
。
良
太
の
目
に
は
精せ

い
悍か

ん

な
豹
の
模
様
が
背
中
一
面
を
覆お

お
っ
て
い
た
。 

「
あ
あ
、と
う
と
う
僕
は
豹
に
な
れ
る
ぞ
」

目
に
は
感
激
の
涙
が
止
め
ど
な
く
流
れ
た
。

　
良
太
の
日
々
は
見
違
え
る
よ
う
に
変
化
し

た
。
自
分
自
身
に
気
力
が
湧わ

い
て
来
る
の
を

感
じ
て
い
た
。
仕
事
は
順
調
に
こ
な
し
課
内

ト
ッ
プ
の
業
績
を
上
げ
た
り
し
た
。
半
年
程

が
過
ぎ
た
あ
る
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
良
太
の

心
に
異
変
が
起
こ
っ
た
。
偶
然
友
人
に
誘
わ

れ
て
見
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
草
原

の
王
者
』で
、草
原
を
王
者
の
よ
う
に
走
り

鹿
を
追
う
虎
の
姿
を
目
に
し
た
の
だ
。
虎
の

引
き
締
ま
っ
た
胴
体
。
バ
ネ
の
よ
う
な
し
な

や
か
な
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
そ
ん
な
虎
に
比
べ

る
と
豹
は
猫
の
よ
う
に
さ
え
思
え
て
き
た
の

だ
。
良
太
は
さ
っ
そ
く
刺
青
師
を
尋
ね
た
。 

「
豹
の
斑
紋
を
虎
の
縞
模
様
に
変
え
ら
れ
ま

せ
ん
か
」 

刺
青
師
は
頬
を
引
き
つ
ら
せ
な
が
ら
怒
鳴
っ

た
。 

「
決
心
は
変
わ
ら
な
い
と
言
っ
た
だ
ろ
」 

「
え
え
、あ
の
時
は
本
心
で
し
た
。
で
も
ぼ
く

が
本
当
に
幸
せ
に
な
れ
る
の
は
虎
だ
と
悟
っ

た
ん
で
す
。
今
度
こ
そ
本
物
で
す
」

刺
青
師
は
言
っ
た
。 

「
浮
気
心
か
本
心
か
は
恋
と
同
じ
で
後
に

な
っ
て
分
か
る
も
の
だ
。
熱
に
浮
か
さ
れ
て

い
る
時
は
本
心
と
思
い
込
ん
で
い
る
だ
け

だ
。
本
物
と
い
う
の
は
、本
物
に
育
て
る
心

の
こ
と
な
ん
だ
」 

「
で
も
僕
は
今
の
自
分
の
心
に
正
直
に
生
き

た
い
ん
で
す
」 

「
卑
怯
者
め
。『
自
分
に
正
直
』と
言
う
言
葉

は
、浮
気
心
に
流
さ
れ
た
心
を
正
当
化
す
る

隠
れ
蓑
だ
」 

「
そ
ん
な
こ
と
よ
り
豹
の
刺
青
、消
せ
な
い
で

し
ょ
う
か
」 

「
恋
と
同
じ
だ
。
相
手
に
与
え
た
心
の
傷
は

ど
う
す
る
ん
だ
。
ど
う
せ
お
前
は
ま
た
心
変

わ
り
を
す
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
事
も
あ
ろ
う

か
と
思
っ
て
一
年
間
消
え
な
い
塗
料
で
画
い

た
豹
だ
。
と
っ
と
と
帰
れ
」 

　
は
ね
つ
け
ら
れ
、す
ご
す
ご
と
家
に
帰
っ

た
良
太
は
裸
に
な
り
鏡
を
見
る
と
、な
る
ほ

ど
肩
の
辺
り
は
少
し
禿は

げ
初
め
シ
マ
ウ
マ
の

よ
う
な
情
け
な
い
姿
に
変
わ
っ
て
い
た
。 

　

日
が
経
つ
程
に
豹
柄
は
剥は

が
れ
落
ち
て

い
っ
た
。
無
残
な
模
様
を
見
つ
め
な
が
ら
、

豹
の
何
に
憧
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
豹
を
恋

す
る
心
に
恋
し
て
い
た
だ
け
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
う
思
う
と
良

太
は
大
き
な
溜た

め

息い
き

を

つ
き
、今
更
な
が
ら

刺
青
師
の
言
葉
の
重

さ
を
感
じ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
。 

＊ リーフノベルとは…原稿用紙4枚分、つまり1600字以内に収める超短編小説で、新しいジャンルです。

刺い
れ
ず
み
し

青
師
の
言
葉

文
・
高
安
義
郎

絵
・
芝
　
章
一

と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

ときめき11



　

雄
蛇
ヶ
池
の
築
造
年
代
に
つ
い
て
は
『
東
金
市
史　

資
料
編
二
』
に
「
雄
蛇
池
は
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）

に
着
工
さ
れ
、同
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
完
工
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。」（
９
２
９
頁
）
と
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
は
な
く
、
ま
た
完
成

し
た
年
を
慶
長
十
九
年
に
置
い
た
の
は
、
や
は
り
徳
川
家

康
の
鷹
狩
り
来
訪
に
関
わ
り
を
持
た
せ
た
か
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
別
の
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、現
段
階
で
は
解
ら

な
い
。
さ
ら
に
雄
蛇
ヶ
池
を
造
成
し
た
人
物
は
、溜
池
造

り
に
長
け
た
と
も
い
わ
れ
る
東
金
代
官　

嶋
田
伊
栢
と

記
載
さ
れ
て
い
る
（
同
上
）。
そ
こ
で
「
雄
蛇
ヶ
池
の
造

成
期
間
＝
慶
長
九
年
〜
慶
長
十
九
年
＝
造
成
者　

嶋
田
伊

栢
」
を
前
提
に
、八
鶴
湖
・
丑
ヶ
池
（
家
之
子
）
の
造
成
年

を
想
定
し
て
み
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、嶋
田
伊
栢
は
代
官
と
し
て
最
長
の
在
任
期

間
（
一
五
九
一
―
一
六
一
四
年
の
23
年
間
）
を
経
て
、最

も
東
金
に
貢
献
し
た
名
代
官
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

代
表
的
な
功
績
が
八
鶴
湖
お
よ
び
雄
蛇
ヶ
池
の
造
成
で
あ

ろ
う
と
云
わ
れ
、
そ
の
造
成
年
間
は
八
鶴
湖
が
慶
長
十
七

年
〜
十
八
年
の
２
年
間
（
一
六
一
二
―
一
六
一
三
）、雄

蛇
ヶ
池
が
右
記
し
た
よ
う
に
慶
長
九
年
〜
十
九
年
と
あ

る
。
だ
が
雄
蛇
ヶ
池
の
造
成
は
養
安
寺
村
の
移
転
問
題
や

難
工
事
（
死
者
も
出
た
と
云
う
）
な
ど
が
重
な
り
、八
鶴

湖
の
造
成
と
同
時
並
行
に
は
疑
問
が
残
る
。
熟
練
し
た
人

足
の
確
保
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
家
康
が
東

金
に
行
く
と
板
倉
周
防
守
重
宗

及
び
佐
倉
城
主
土
井
利
勝
に
告

げ
た
の
は
慶
長
十
八
年
十
二
月

に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
（『
徳

川
実
記
』）、慶
長
十
九
年
一
月

九
日
の
家
康
来
訪
ま
で
は
約

一
ヶ
月
の
時
間
し
か
な
い
。
こ
の
一
ヶ
月
前
と
い
う
切
迫

し
た
内
示
は
自
分
の
身
を
守
る
の
と
同
時
に
、翌
年
に
控

え
た
大
坂
の
陣
に
よ
っ
て
手
薄
と
な
る
江
戸
城
を
急
襲
す

る
可
能
性
の
あ
る〝

危
険
分
子〞

に
対
し
、事
前
に
気
勢

を
殺そ

が
せ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
に
東
金
御
成

の
本
来
の
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
年
の
八
鶴
湖
造
成
に
は
ど
う
し

て
も
無
理
を
感
じ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
既
存
す
る
八
鶴
湖

の〝

整
備〞
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。
そ
れ
で
は
い
つ
八

鶴
湖
は
造
ら
れ
た
の
か
、と
い
う
疑
問
が
当
然
出
て
く
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
視
点
を
家
之
子
の
丑
ヶ
池
に
変
え
探
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

そ
の
前
に
、
こ
の
池
を
含
め
た
三
つ
の
池
の
場
所
選
定

（
地
形
）
と
造
り
方
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

各
池
は
共
通
し
て
周
囲
が
丘
陵
地
で
谷
が
深
い
こ
と
、一

箇
所
の
開
口
部
が
低
い
こ
と
、
こ
の
一
箇
所
（
低
い
所
）

を
仕
切
れ
ば
造
成
で
き
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
古
い
書
物
に
「
新
溜
池
を
仕
立
つ
る
に
、両

方
山
間
に
て
谷
水
・
清
水
な
ど
あ
る
処
の
場
へ
堤
を
築
き

立
て
、水
を
湛
ふ
る
な
り
。
堤
さ
へ
丈
夫
に
仕
立
つ
れ
ば
、

自
然
と
水
溜
る
ゆ
え
、仕
立
て
方
は
格
別
む
つ
か
し
き
こ

と
も
な
し
。」（『
地
方
凡
例
録
下
巻
』）
と
あ
る
。
こ
の
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、土
木
通
・
財
政
通
と
い
わ
れ
た
嶋
田

伊
栢
が
い
ず
れ
も
造
成
し
た
可
能
性
が
高
い
（
こ
れ
は
重

要
な
想
定
で
あ
る
）。

　

漸
く
丑
ヶ
池
に
入
る
。
単
純
に
干
支
の
丑
年
に
出
来
た

こ
と
が
頭
に
浮
か
ぶ
。
古
く
か
ら
よ
く
記
念
事
業
や
建

造
物
等
の
建
設
終
了
な
ど
に
干
支
を
付
け
る
こ
と
が
多

く
、
こ
れ
を
前
提
に
、伊
栢
の
在
任
期
間
（
一
五
九
一
―

一
六
一
四
年
）
か
ら
雄
蛇
ヶ
池
の
造
成
期
間
（
一
六
〇
四

―
一
六
一
四
年
）
を
除
い
た
期
間
（
一
五
九
一
―

一
六
〇
三
年
）
の
中
で
、丑
年
を
調
べ
る
と
慶
長
六
年
辛

丑
の
年
（
一
六
〇
一
）
の
み
で
あ
る
。
な
ぜ
か
こ
の
年
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
輝
い
て
見
え
た
。
つ
ま
り
雄
蛇
ヶ
池
の
開

始
に
２
年
の
期
間
が
あ
り
、
こ
の
間
に
地
質
・
地
形
の
調

謎
解
き  
八
鶴
湖
の
造
成

現在、最古に確認できる「家之子村用水 牛池」
貞享三年（1686）の裁許図（石橋家蔵）

と
・
き
・
め
・
い
・
て 

T
O
G
A
N
E 

⑭
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査
、村
移
転
の
問
題
、周
辺
村
と
の
話
し
合
い
が
事
前
に

行
え
る
時
間
が
在
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の

丑
ヶ
池
の
造
成
期
間
は
何
年
掛
か
っ
た
か
。
池
の
規
模
や

堤
の
規
模
等
を
み
る
と
、雄
蛇
ヶ
池
の
半
分
以
下
４
年
〜

５
年
と
考
え
、慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）頃
を
そ
の
開
始

年
に
し
た
い
。

　

さ
て
、問
題
は
八
鶴
湖
で
あ
る
。
雄
蛇
ヶ
池
、丑
ヶ

池
と
の
ダ
ブ
ル
工
事
は
な
い
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、

一
五
九
一
〜
一
五
九
七
年
の
間
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
必
然

的
に
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
行
き
詰
ま
っ
た
。
何
か
大

き
な
出
来
事
や
切
っ
掛
け
が
な
い
と
、溜
池
造
成
の
気
運

は
発
生
し
な
い
と
思
う
の
だ
が
、そ
の
大
義
が
解
ら
な
い
。

何
気
な
く
、日
本
史
の
年
表
を
パ
ラ
パ
ラ
と
見
て
い
た
ら
、

一
つ
の
歴
史
項
目
が
目
に
入
っ
た
。
そ
れ
は
「
文
禄
三

年
（
一
五
九
四
）
の
太
閤
検
地
」
で
あ
り
、
こ
の
検
地
は
土

地
及
び
枡
の
統
一
な
ど
も
実
施
し
た
。
溜
池
は
本
来
、米

（
年
貢
）
の
確
保
・
増
産
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
り
、八
鶴

湖
の
前
面
に
広
が
る
水
田
は
東
金
町
に
と
っ
て
模
範
と
な

る
べ
き
所
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、年
貢
の
確
実
性
と
増
産

は
こ
の
検
地
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
実

際
、文
禄
三
年
の
『
文
禄
東
金
領
検
地
帳
「
上
総
国
山
邊

郡
東
金
領
辺
田
方
郷
」』（
三
冊
）が
残
っ
て
い
る
（『
東
金

市
史　

資
料
編
四
』）。
こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
ま
た
丑
ヶ
池

の
造
成
に
関
わ
る
村
の
調
整
及
び
調
査
の
期
間
（
約
１

年
）
を
設
け
る
と
、約
２
年
間
（
一
五
九
五
〜
一
五
九
六

年
）
で
八
鶴
湖
を
造
成
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
実

際
可
能
か
。
地
形
や
規
模
等
を
勘
案
す
る
と
丑
ヶ
池
の
半

分
以
下
、造
成
前
の
八
鶴
湖
は
湿
地
帯
（
沼
地
―
地
質
・

地
形
的
）
で
あ
り
、開
口
部
が
今
の
八
鶴
亭
の
付
近
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
沼
地
か
ら
の
土
で
堤
の
基
礎
を
築

き
、
そ
の
上
に
山
土
を
覆
う
こ
と
で
可
能
と
な
ろ
う
。
村

の
移
動
の
問
題
も
な
く
、排
水
の
工
事
も
そ
れ
ほ
ど
厳
し

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
年
表
的
に
ま
と
め
、嶋
田
伊
栢
の
在
任

期
間
を
絡
め
て
左
記
に
示
し
た
。
こ
の
見
解
と
表
を
つ
く

り
、史
料
の
整
合
性
を
考
え
て
み
る
と
、う
ま
く〝

ハ
マ
っ

た〞

様
な
気
が
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、再
度
述
べ
る
よ

☆
こ
の
文
章
は
『
東
金
市
デ
ジ
タ
ル
歴
史
館
』の
「
コ
ラ
ム
八
鶴
湖
・
丑
ヶ

池
・
雄
蛇
ヶ
池
」に
掲
載
し
た
も
の
を
若
干
修
正
・
加
筆
し
た
。

う
に
本
文
は〝

前
提
と
想
定〞

を
軸
に
進
め
た
も
の
で
弱

い
論
拠
で
あ
り
、
ま
し
て
や
造
成
年
代
を
明
記
し
た
古
文

書
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、即
解
決
と
な
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の

古
文
書
に
も
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。
決
し
て
終
わ
り
の

無
い〝

面
白
い〞

歴
史
研
究
が
そ
こ
に
あ
る
。　
　

（
青
木
幸
一
）

嶋田治兵衛伊栢（嶋田次兵右衛尉重次以栢）の在任期間（23年間）

※嶋田伊栢：1545年、三河国矢矧（やはぎ）生まれ。1637年死去（93歳）。家康の御
使番、晩年は坂戸（現埼玉県）に居住。遠江国⇒武蔵国坂戸へ替地（父利
秀の隠居地）

※慶長年間は、家康によって検地が実施された。

西暦 和暦 干支 主な出来事
1591年 天正19年 辛卯
1592 文禄元年 壬辰 1月28日改元
1593 文禄 2 年 癸巳
1594 3年 甲午 太閤検地（東金も実施：古文書あり）
1595 4年 乙未
1596 慶長元年 丙申 10月27日改元
1597 2年 丁酉
1598 3年 戊戌 豊臣秀吉死去
1599 4年 己亥 　　　　　　　　　　
1600 5年 庚子 関ヶ原の戦い　　　　

1601 6年 辛丑
（しんちゅう、かのと） 12月房総大地震 → 旱害

1602 7年 壬寅
1603 8年 癸卯 江戸時代（家康、征夷大将軍）
1604 9年 甲辰
1605 10年 乙巳
1606 11年 丙午
1607 12年 丁未
1608 13年 戊申
1609 14年 己酉 　　　　　　　　　　　　　　
1610 15年 庚戌 二代将軍 秀忠来訪
1611 16年 辛亥
1612 17年 壬子                

1613 18年 癸丑
（きちゅう、みずのと）

12月～翌年1月
東金御成街道造成

1614年 19年 甲寅 徳川家康来訪（1月）
大坂冬の陣（11月）

八鶴湖の八鶴湖の
整備整備

八鶴湖造成

雄蛇ヶ池造成

丑ヶ池造成

ときめき13



き
め
き
」が
一
〇
〇
号
を
も
っ
て
終
わ
り
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、こ
の
「
子
ど
も
の
本
箱
」も
今

回
で
一
区
切
り
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、今
ま
で
紹
介
し

た
本
を
振
り
返
り
、子
ど
も
の
本
に
つ
い
て
の
私
の
思
い

を
綴つ
づ

っ
て
ま
と
め
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
一
回
を
書
い
た
の
が
二
〇
〇
〇
年
春
の
こ
と
。
そ
れ

か
ら
今
ま
で
に
、実
に
三
百
五
十
冊
を
越
え
る
本
を
紹
介

し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
作
家
の
中
で
一
番
多
く
登

場
し
て
も
ら
っ
た
の
は
富
安
陽
子
さ
ん
で
す
。
絵
本
で

い
う
と
『
ま
ゆ
と
お
に
』や
『
ケ
ン
カ
オ
ニ
』、読
み
物
で

は
「
シ
ノ
ダ
！
」シ
リ
ー
ズ
や
「
妖
怪
一
家
九
十
九
さ
ん
」

シ
リ
ー
ズ
、妖
怪
も
の
で
は
右
に
出
る
人
が
い
な
い
く
ら

い
楽
し
い
作
品
が
い
っ
ぱ
い
で
、大
好
き
な
ん
で
す
。
ほ

か
に
も
た
か
ど
の
ほ
う
こ
さ
ん
（「
つ
ん
つ
く
せ
ん
せ
い
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
）や
岡
田
淳
さ
ん
（「
こ
そ
あ
ど
の
森
の
物

語
」シ
リ
ー
ズ
）、佐
藤
さ
と
る
さ
ん
（『
お
お
き
な
き
が
ほ

し
い
』、コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
の
シ
リ
ー
ズ
な
ど
）と
、私
の
お
気

に
入
り
の
作
家
を
幾
度
と
な
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
一
冊

の
本
で
い
う
と
、繰
り
返
し
取
り
上
げ
た
の
は
安
野
光
雅

さ
ん
の
『
ふ
し
ぎ
な
た
ね
』で
す
。「
美
し
い
数
学
」シ
リ
ー

ズ
に
入
っ
て
い
る
絵
本
で
、美
し
い
絵
と
お
話
が
相
ま
っ

て
静
か
に
心
に
響
き
、何
度
も
読
み
返
し
た
く
な
る
の
で

す
。

　

昔
話
も
よ
く
取
り
上
げ
ま
し
た
。『
も
も
た
ろ
う
』や

『
う
ら
し
ま
た
ろ
う
』、『
わ
ら
し
べ
長
者
』な
ど
、私
た
ち

大
人
に
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
根
づ
い
て
い
る
お
話
も
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
「
そ
れ
っ
て
な
に
？
」と
い
う

こ
と
が
、冗
談
で
は
な
く
あ
る
の
で
す
。
私
は
会
話
の
中

に
こ
う
い
う
昔
話
を
入
れ
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で

も
、そ
も
そ
も
の
お
話
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
「
？
？
？
」で

す
よ
ね
。
外
国
の
お
話
で
い
う
と
『
三
び
き
の
く
ま
』や

『
三
び
き
の
こ
ぶ
た
』な
ど
は
、そ
れ
に
因ち

な

ん
だ
絵
本
が
結

構
出
て
い
ま
す
が
、も
と
の
お
話
を
知
ら
な
け
れ
ば
、面

白
さ
も
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。
英
語
圏
で
の
「
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
」の
よ
う
に
、ず
っ
と
語
り
継
が
れ
て
き
た
も
の
を

き
ち
ん
と
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
ご
大
層
な
話
に
な
り
ま
す
が
、そ
れ
が
文
化
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
「
本
魔
人
」
呼
ば
れ
る
く
ら
い
本
が
大
好
き
に

な
っ
た
の
は
、
小
さ
い
こ
ろ
大
人
か
ら
の
働
き
か
け
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。
今
ほ
ど
子
ど
も
の
本
が
豊
富
に
あ
っ

た
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、そ
れ
で
も
幼
稚
園
で
は
絵
本
を

た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
し
、小
学
校
に
入
っ
て

か
ら
は
学
校
の
図
書
室
が
充
実
し
て
い
て
、身
の
回
り
に

い
つ
も
本
が
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
順
送
り
に
、今
度
は

私
が
子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
本
好
き
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
き

た
い
の
で
す
。

　
「
読
み
聞
か
せ
」を
テ
ー
マ
に
し
た
回
で
は
、松
居
直
さ

ん
の
『
絵
本
は
心
の
へ
そ
の
緒
』を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
松
居
さ
ん
は
、子
ど
も
た
ち
に
は
「
声
の
言
葉
」が

大
事
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
ま
す
。
生
活
の
時
間
と
空
間

の
な
か
に
「
言
葉
」が
あ
り
、「
読
み
手
」と
「
聞
き
手
」が

そ
の
言
葉
の
喜
び
を
「
共
有
（s

シ
ェ
ア

hare

）」す
る
こ
と
に
、絵

本
の
最
も
大
切
な
意
味
と
役
割
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

松
居
さ
ん
の
著
書
を
読
む
た
び
に
、私
が
や
り
た
い
「
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
本
を
楽
し
む
」と
い
う
の
は
、ま
さ
に

こ
う
い
う
こ
と
だ
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
す
。

　

こ
の
誌
面
で
み
な
さ
ん
と
お
会
い
す
る
の
は
こ
れ
が
最

後
に
な
り
ま
す
が
、子
ど
も
た
ち
と
本
を
読
む
と
い
う
活

動
は
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ

か
で
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
絵
本
を
読
ん
で
い
る
お
ば
さ

ん
を
見
か
け
た
ら
、私
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

佐藤 真理
B o o k c a s e s  f o r  c h i l d r e n

たんぽぽ文庫

74
子どもの本箱

ここで紹介する本
は、たんぽぽ文庫
や東金図書館で借
りられます。たん
ぽぽ文庫は現在休
館中ですが、連絡
を頂ければ対応で
きます。

☎0475-52-1983  佐藤

スーパー
コンビニ

丸山公園

↑ときがね湖
方面

桜
ヶ
池

たんぽぽ文庫

「
と

﹁
お
お
き
な
き
が
ほ
し
い
﹂

佐
藤
さ
と
る　

偕
成
社

﹁
つ
ん
つ
く
せ
ん
せ
い
と

い
た
ず
ら
ぶ
ん
ぶ
ん
﹂

た
か
ど
の
ほ
う
こ  

フ
レ
ー
ベ
ル
館

﹁
ふ
し
ぎ
な
た
ね
﹂

安
野
光
雅　

童
話
屋

﹁
ま
ゆ
と
お
に
﹂

富
安
陽
子　

福
音
館
書
店

﹁
シ
ノ
ダ
！

チ
ビ
竜
と
魔
法
の
実
﹂

富
安
陽
子　

偕
成
社

﹁
絵
本
は
心
の
へ
そ
の
緒
﹂

松
居
直　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

﹁
ユ
メ
ミ
ザ
ク
ラ
の

木
の
下
で
﹂

岡
田
淳　

理
論
社

※
記
念
す
べ
き
第
一
回
で
紹
介
し
ま
し
た
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と
き
め
き

読

者

の

ひ

ろ

ば

【
九
十
九
里
町　
Ｏ
さ
ん
】

秋
号
は
素
敵
な
夕
焼
け
神
輿
、法
被
を
着
た
振
り
返
る

子
ど
も
が
可
愛
い
表
紙
で
し
た
。
幼
少
期
、東
金
に
住

む
叔
母
宅
へ
よ
く
遊
び
に
行
き
、日
吉
神
社
や
雄
蛇
ヶ

池
を
訪
れ
、八
鶴
湖
で
は
よ
く
ボ
ー
ト
に
乗
り
ま
し
た
。

５
年
間
、東
金
高
校
へ
通
う
二
人
娘
の
送
迎
を
し
て
い

た
時
は
、昔
を
思
い
出
し
て
懐
か
し
さ
を
感
じ
た
も
の

で
す
。
娘
の
習
い
事
で
東
金
文
化
会
館
を
利
用
す
る
こ

と
も
あ
り
、東
金
に
は
何
か
と
縁
が
あ
り
ま
す
。

【
東
金
市
田
間　
Ｍ
さ
ん
】

季
節
ご
と
に
発
行
さ
れ
る
の
で
表
紙
の
絵
と
共
に
季
節

の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
秋
を
感
じ
る
可
愛
ら
し
い
表
紙
を
み
つ
け

思
わ
ず
顔
が
綻
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
娘
が
10
歳
に
な

り
親
と
し
て
色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
な
と

思
っ
て
、東
金
文
化
会
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
も
積
極
的
に

「
と
き
め
き
」で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｈ
さ
ん
】

東
金
文
化
会
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
以
前
何
回
か
参
加

し
、楽
し
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
が
流
行
っ

て
か
ら
遠
の
い
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
チ
ケ
ッ
ト
を
購

入
し
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

【
九
十
九
里
町　
Ｋ
さ
ん
】

イ
ベ
ン
ト
情
報
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー

ト
、展
覧
会
、講
座
な
ど
参
加
、出
席
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
の
唯
一
の
楽
し
み
で
す
。

【
東
金
市
台
方　
Ｏ
さ
ん
】

イ
ベ
ン
ト
情
報
が
あ
り
が
た
い
。
特
に
今
回
一
番
好
き

な
Ｔ
Ｖ
番
組
「
プ
レ
バ
ト
!!
」の
な
っ
ち
ゃ
ん
こ
と
夏

井
い
つ
き
先
生
の
句
会
ラ
イ
ブ
を
知
り
、嬉
し
か
っ
た
。

【
千
葉
市
緑
区　
Ｓ
さ
ん
】

妻
と
道
の
駅
巡
り
を
し
て
レ
ジ
横
で
見
つ
け
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
は
経
験
が
無
い
の
で
機
会
が
あ
れ
ば

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

【
東
金
市
田
間　
Ｔ
さ
ん
】

東
金
の
お
米
が
７
種
類
も
あ
る
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
特
に
新
品
種
米
の
「
粒
す
け
」は
食
べ
て
み
た
い
。

【
東
金
市
山
口　
Ｉ
さ
ん
】

特
に
お
気
に
入
り
は
「
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史
」で
す
。

東
金
に
住
み
始
め
て
40
年
弱
。
市
の
歴
史
を
勉
強
さ
せ

て
貰
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

【
九
十
九
里
町　
Ｋ
さ
ん
】

東
金
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
、展
示
の
情
報
が
知
れ
て
楽

し
み
で
す
。「
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史
」こ
ん
な
歴
史
が

あ
っ
た
な
ん
て
び
っ
く
り
。
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

【
東
金
市
田
間　
Ｍ
さ
ん
】

東
金
の
住
民
に
な
っ
て
25
年
。
毎
号
「
と
き
め
き
」は

楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
東
金

の
歴
史
や
高
安
ミ
ツ
子
さ
ん
の
詩
が
好
き
で
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｈ
さ
ん
】

『
今
日
の
風
』を
読
み
、自
分
の
人
生
と
重
ね
合
わ
せ
て

み
て
、作
者
の
心
情
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
最
終
連
の
子
ど
も
夫
婦
と
孫
た
ち
が
健
や
か
で
あ

る
こ
と
へ
の
感
謝
！ 

ま
っ
た
く
同
感
で
す
。

【
東
金
市
台
方　
Ｈ
さ
ん
】

「
ポ
エ
ム
の
窓
」、『
今
日
の
風
』を
読
ん
で
、東
金
の
大

地
に
し
っ
か
り
と
足
を
つ
け
て
暮
ら
し
て
い
る
堂
々
と

し
た
様
子
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

【
九
十
九
里
町　
Ｎ
さ
ん
】

日
吉
神
社
連
合
祭
典
を
読
ん
で
。
以
前
、押
堀
を
車
で

通
り
か
か
っ
た
時
、日
吉
神
社
の
お
祭
り
の
行
列
に
出

会
い
ま
し
た
。
色
々
な
装
束
で
老
若
男
女
が
お
囃
子
を

奏
で
な
が
ら
市
内
を
巡
行
し
て
い
る
の
を
見
て
感
動
し

ま
し
た
。
私
の
住
ん
で
い
る
九
十
九
里
町
も
昔
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
が
、色
と
り
ど

り
の
装
束
で
の
華
や
か
さ
で
は
負
け
ま
す
。
少
子
化
の

昨
今
、郷
土
芸
能
を
存
続
し
て
い
く
の
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、皆
が
楽
し
く
お
祭
り

に
参
加
で
き
る
と
良
い
で
す
ね
。

【
東
金
市
求
名　
Ｅ
さ
ん
】

日
吉
神
社
の
お
祭
り
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

が
、記
事
を
読
ん
で
ま
す
ま
す
待
ち
遠
し
い
で
す
。

【
東
金
市
西
福
俵　
Ｙ
さ
ん
】

「
子
ど
も
の
本
箱
」で
人
気
の
絵
本
を
紹
介
し
た
記
事
が

面
白
か
っ
た
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
が
多
く
て
大
人

も
楽
し
め
そ
う
で
す
ね
。

【
東
金
市
田
間　
Ｋ
さ
ん
】

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ツ
ペ
ラ
ツ
ペ
ラ
の
絵
本

や
わ
く
せ
い
キ
ャ
ベ
ジ
の
絵
本
は
面
白
い
の
で
す
が
、

小
さ
い
子
に
は
怖
か
っ
た
よ
う
で
す
。

【
四
街
道
市　
Ｏ
さ
ん
】

ワ
ク
ワ
ク
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」を
読
ん
で
い
る
と
、東
金
市

の
あ
っ
た
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

【
横
芝
光
町　
Ｏ
さ
ん
】

「
繋
ぐ
ぜ
、歴
史
！
」狭
い
紙
面
で
す
が
私
の
知
ら
な

か
っ
た
場
所
が
紹
介
さ
れ
て
興
味
津
々
に
な
り
ま
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｉ
さ
ん
】

「
と
き
め
き
」見
る
の
が
好
き
。
表
紙
の
良
い
笑
顔
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。
東
金
の
い
ろ
い
ろ
な
知
ら
な
い
面
を

教
え
て
く
れ
て
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
千
葉
市
緑
区　
Ｓ
さ
ん
】

こ
ち
ら
の
情
報
誌
は
初
め
て
見
ま
し
た
。
東
金
で
も

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
事
が
知
れ
た
の
で
機
会
が
あ

れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
城
西
国
際
大
学

に
美
術
館
が
あ
っ
た
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
!!

【
大
網
白
里
市　
Ｉ
さ
ん
】

初
め
て
入
手
し
て
読
み
ま
し
た
が
、た
く
さ
ん
の
情
報

が
あ
っ
て
見
や
す
く
て
良
い
で
す
。
秋
な
の
で
文
化

祭
、学
園
祭
に
行
っ
て
み
た
い
な
と
思
い
ま
す
。「
子
ど

も
の
本
箱
」内
の
う
ん
こ
し
り
と
り
、ト
イ
ト
レ
に
使

え
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
東
金
市
台
方　
Ａ
さ
ん
】

東
金
文
化
会
館
情
報
、「
と
う
が
ね
歴
史
ば
な
史
」、「
ポ

エ
ム
の
窓
」が
楽
し
み
。
人
の
集
ま
り
が
制
限
さ
れ
る

の
は
寂
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、秋
号
の

表
紙
を
見
て
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

【
大
網
白
里
市　
Ｔ
さ
ん
】

「
99
号
」と
い
う
こ
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た
く
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ん
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地
名
も
な
か
な
か
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え
ら
れ
な
い
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こ
の
本
は
そ
う
い

う
私
を
助
け
て
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れ
ま
す
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　この度、皆様にご愛顧をいただいておりました生涯学習情報誌「ときめき」ですが、100号の発行を以て休刊することとなりました。
　「ときめき」は平成4年の創刊以来、生涯学習情報誌として市民が生涯学習に係る催し物等の情報に触れ、気軽に参加できる機会の提供や、本市の歴
史文化を発信するため発行してまいりました。
　しかしながら、近年は情報発信を行うメディア環境は、インターネットの普及や市民のニーズの多様化等で大きく変貌し、電子メディアを活用した即時
性の高いインターネットでの情報発信と情報収集が主流となっています。
　つきましては、市としましては「ときめき」は生涯学習情報誌としての役目を終えたと判断させていただきました。
　創刊から30年の間、絶大な支援をいただきましたことに感謝申し上げますとともに、突然の休刊のお知らせとなり大変恐縮ですが、ご理解を賜わりま
すようお願い申し上げます。

東金市教育委員会　生涯学習課　文化学習振興係
TEL：0475- 50-1187

生涯学習情報誌「ときめき」の休刊について

ときめき15



〒283- 8511   東金市東岩崎1-1
東金市教育委員会生涯学習課

『ときめき vol.100』 読者プレゼント係
☎ 0475-50-1187    FAX 0475-50-1294
Eメール  syogai@city.togane.lg.jp

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、郵便番号、住所、電話番号、本誌を入手され
た場所と本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、FAX、E
メールで、 1人につき1点ご応募ください。

当選者には当選のお知らせ（引換券）または入場券を発送します。

『
と
き
め
き
』
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
た
く
さ
ん
の
応
募

待
っ
て
ま
す
！

メールアドレス

東金市マスコットキャラクター
「とっちー」

4月24日（月）消印有効。締め切り

プレゼント受取場所 ： ①～⑤ 道の駅みのりの郷東金、 ⑥⑦ 郵送
※いただいた個人情報は、賞品の発送に係る事務にのみ使用させていただきます。
※プレゼントでご提供いただいている①〜⑤の賞品は、道の駅みのりの郷東金にて
　ご購入する事ができます。

⑥⑦は、新型コロナウイルス感染症の状況により、中止・変更と
なる場合があります。最新の情報を東金文化会館ホームページ
などで確認するようお願いします。

応募方法 あて先

ときめきは再生紙を使用しています。
（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません。）

チョコたっぷり
しみこみ東金いちご
（提供：道の駅みのりの郷東金）

東金のお粥セット
（白がゆ・和だし・中華の3種類）

（提供：道の駅みのりの郷東金）

とっちーマスク
S・M・L（七宝）

（提供：道の駅みのりの郷東金）

習志野市立
習志野高等学校吹奏楽部 演奏会

東金公演2023
（提供：東金文化会館）

6月11日（日）
14: 00開演 ［小ホール］

東金文化会館 四季彩コンサート －夏－

Jacob Koller
JAZZ Piano Concert

ジェイコブ・コーラー コンサート
（提供：東金文化会館）

You Tube 登録者数52万人超、注目の人気ジャ
ズピアニスト、ジェイコブ・コーラー（米国）に
よるジャズライヴ。ジャズナンバーはもちろん、
クラシック、J-POP、アニメ主題歌等ジャンル
を超えた超絶技巧プログラムに乞うご期待!

1 3 6 7

とっちー
ぬいぐるみ・小

（提供：道の駅みのりの郷東金）

とっちー
ぬいぐるみ・大

（提供：道の駅みのりの郷東金）

54

2

3名

3名 3名

6月3日（土）
14:30開演 ［大ホール］

清々しくエネルギッシュ、柔ら
かで優美な習高サウンド! 1年
生〜 3年生約200名による圧
巻のパフォーマンス、2年ぶり
の東金公演決定!

2組4名 2組4名

1名

3名


